
平成™�年�月™œ日 水曜日 (号外第˜›˜号)官 報

第
百
八
十
二
条
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
二
百
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
）

第
二
百
条
の
二

保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
最
初
の
保
険
料
の
納
期
（
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
期
限
を
い
い
、
当
該
納
期
後
に
保
険
料
を
課

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
料
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

日
と
す
る
。）の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
百
二
条
第
一
項
中
「
保
険
給
付
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

第
二
百
三
条
第
一
項
中
「
保
険
給
付
」
の
下
に
「
、
地
域
支
援
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第

五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
五
条
第
一
項
中
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に

「
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
」
を
加
え
、「
若
し
く
は
第
六
十

一
条
の
三
第
七
項
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
五
項
若
し
く
は
第
百
十
五

条
の
四
十
七
第
六
項
」
に
、「
職
に
」
を
「
者
で
」
に
、「
な
し
に
」
を
「
が
な
く
」
に
改
め
、「
行
っ
た
者
」の
下
に「
若

し
く
は
第
一
号
事
業
を
行
う
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
七
項
」
を
「
、
第
百

十
五
条
の
四
十
六
第
八
項
」
に
、「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
五
項
の
規
定
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
入
所
又
は
入
居
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
等
」
と
い
う
。）」
を
「
入

所
等
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）

第
十
一
条

第
百
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
の
年
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
年
の
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
年
七
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当
該
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
又
は
」
を
削
る
。

第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
」
を

「
市
町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
の
下
に「（
他
の
市
町
村
長

が
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
者
に
限
る
。）」を
加
え
、「
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」

を
「
他
の
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市

町
村
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
市
町
村
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
の
下
に

「（
他
の
市
町
村
長
が
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在

地
の
都
道
府
県
知
事
」
を
「
他
の
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
五
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
加
え
る
。

第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
及
び
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
」を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
、「
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中

「
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
を
削
り
、「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
下
に
「
、
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
」
を
加
え
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険

法
（
以
下
「
平
成
十
八
年
改
正
前
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
で
き
る
」
の
下
に
「
ほ
か
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
保
険
給

付
が
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
又
は
第
五
十
一
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
で
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定

め
る
基
準
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
額
の
百
分
の
二
百
に
相

当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
加
え
る
。

第
六
条

介
護
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
二
十
項
」
を
「
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
こ
と
（
」
の
下
に
「
利
用
定

員
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
り
、」を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
十
項
」
を
「
第

二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加

え
、
同
条
第
二
十
七
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
三
項
か
ら
第
二
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十

二
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
項
を
第
二
十
一
項
と
し
、
第
十
七
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

十
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

17

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
五
条
の

二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
同
法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
通
わ
せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
入
浴
、排
せ
つ
、食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
（
利
用
定
員
が
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
数
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、」を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中

「
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
を
、「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介

護
及
び
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
費
用
（
」
の
下
に
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、」を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
当
該
市
町
村
の
長
又
は
他
の
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
の
都
道
府
県
」
を
「
の
市
町
村
」
に
、「
、
都
道
府
県
」
を
「
、
当
該
市
町
村
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
市
町
村
」
を
「
、
当
該
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
を
「
市
町
村
長
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
都

道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
の
二
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
等
」
を
「
市
町
村
長
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府

県
知
事
又
は
」
を
削
り
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
同
一
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
二
以
上
の
市
町
村
長
が
前
項
の
規
定
に
よ

る
連
絡
調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る
第
八
十
一
条
第
五
項

に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
長
相
互
間
の

連
絡
調
整
又
は
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助

言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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